
令和３年９月１３日（月）
大分県教育庁日田教育事務所

学校マネジメント自主研修会
日田市校長会



目の前の子どもたちが生きる

Society 5.0のイメージは？



今
は
こ
の
あ
た
り



子どもたちが生きる未来子どもたちが生きる未来 Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0で実現する社会Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0で実現する社会

・子どもたちの６５％は、大学卒業後、今は存在していない職業に就く （キャシー・デビッドソン氏）

・今後10～20年程度で約４７％の仕事が自動化される可能性が高い （マイケル・Ａ・オズボーン氏）

？

？



いきなりですが

”Ice Breaking”



大分県内で見られる夕日

どのあたりと思いますか？



大分県内で見られる夕日

どのあたりでしょうか？？

「真玉の夕日」

このあたり 事実として
の知識

○ 場所の名前は知らない
↓

○ 大分県の地図を連想
↓

○ 九州でも東側に位置している
・太陽は東から登る
・夕日が沈む場所はほとんどない

↓
○ ということは、西側に位置している海岸

↓
○ 豊後高田市の一部あるいは中津あたり？

「知識の概念的な理解」



子どもは 何のために学ぶの？



「ラーニングコンパス」 と 「エージェンシー」

ツールとして

目
的

出典：R2.3 OECD教育スキル局 鈴木文孝氏



ウェルビーイング：幸福で肉体的、精神的、社会的すべてにおいて満たされた状態

EX:
健康とは、病気ではないとか、弱っていないということではなく、肉体的にも、精神的にも、そして社会的にも、すべてが

満たされた状態にあること （日本WHO協会仮訳）

相関

出典：
OECD Learning Compass 2030 仮訳
文科省初等中等教育局、秋田喜代美氏ら

「目的地」
＝社会のウェルビーイング



本日のメニュー

① 学校教育の役割（存在意義）

② 目的達成のための手段の有効活用

～手段を明確にすることを通して～

○ 学校マネジメント

・ 「学校の教育目標」

・ 「学校評価の４点セット」 「学校マネジメントの４つの観点」

○ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」

～「令和の日本型学校教育」の構築を通して～
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（教育の目的）

第一条 教育は、人格の完成を目指し、平和で民主的な国家及び社会の形成者として必
要な資質を備えた心身ともに健康な国民の育成を期して行われなければならない。

「学校の役に立つ」
県教育庁日田教育事務所① 学校教育の役割

日本の学校教育はこれまで，学習機会と学力を保障するという役割のみならず，全
人的な発達・成長を保障する役割や，人と安全・安心につながることができる居場所
としての福祉的な役割も担ってきた。

ーーー（中略）－－－

学校における働き方改革やGIGAスクール構想を強力に推進するとともに，新学習指導
要領を着実に実施し，学校教育を社会に開かれたものとしていくこと，また，文部科
学省をはじめとする関係府省及び教育委員会，首長部局，教職員，さらには家庭，地
域等を含め，学校教育を支える全ての関係者が，それぞれの役割を果たし，互いに
しっかりと連携することで，「令和の日本型学校教育」の実現に向けた必要な改革を
果敢に進めていくことを期待するものである。

手段
「令和の日本型学校教育」構築を目指して ～全ての子供た
ち可能性を引き出す， 個別最適な学びと協働的な学びの実現～
（答申 ） 令和３年１月２６日 中央教育審議会 より



「学校の役に立つ」
県教育庁日田教育事務所① 学校教育の役割

出典
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何ができるようになるか学習指導
要領改訂

･現行学習指導要領は、各教科等
において「教員が何を教えるか」
という観点を中心に組み立てられ
ており、一つ一つの学びが何のた
めか、どのような力を育むものか
は明確ではない。このことが、各
教科等の縦割りを超えた指導改善
の工夫や、指導の目的を「何を
知っているか」にとどまらず「何
ができるようになるか」に発展さ
せることを妨げている背景ではな
いかとの指摘もある。

第109回中央教育審議会（2016年12
月21日）

何を教えるか

学習指導要領「総則」p.3, pp.34-39

「確かな学力」「健やかな体」「豊かな心」を
総合的にとらえて構造化

「学校の役に立つ」
県教育庁日田教育事務所② 目的と手段の明確化



２つの「資質・能力」

① 教育課程全体を通して育成を目指す資質・能力（３つの柱）

② 学校として育成を目指す資質・能力
（目指す子ども像を支える）

「学校の役に立つ」
県教育庁日田教育事務所② 目的と手段の明確化 学校マネジメント



何を理解しているか、何ができるか
生きて働く知識・技能の習得

各教科等に関する個別の知識や技能
基礎的リテラシー

個別の事実的な知識のみを指すものではなく、
それらが相互に関連付けられ、
さらに社会の中で生きて働く知識となる

教育課程全体を通して育成を目指す資質・能力（３つの柱） 「学校の役に立つ」
県教育庁日田教育事務所「学校の教育目標」 ３つの柱 ア 習得

○事実としての知識

○知識の概念的な理解

「指導と評価の一体化 P.9」



理解していること・できることをどう使うか
未知の状況にも対応できる、思考力・判断力・表現力等の育成

認知スキル

協同的な
問題解決

知識・技能の
活用

情報活用能力
表現

「学校の教育目標」 ３つの柱 イ 育成
「学校の役に立つ」
県教育庁日田教育事務所



どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか
学びを人生や社会に生かそうとする学びに向かう力・人間性の涵養

社会スキル

感情や行動を
統制する力

メタ認知 リーダーシップ
チームワーク
優しさ、思いやり

主体的に学習
に取り組む態
度

「学校の教育目標」 ３つの柱 ウ 涵養
「学校の役に立つ」
県教育庁日田教育事務所



「学校の教育目標」 （９のマトリクス）

働き方改革の推進

知 徳 体

学
校
の
教
育
目
標

知識
技能

思考力
判断力
表現力

学びに
向かう力・
人間性

①
②
③

①問題（現状。良い点も）

②課題（問題となった要因）

③子どもにつけたい
具体的な資質・能力

「知」に関する知識・技能を分析

「知」に関する、子ども、学校の実態
○
○
●

①
教
育
課
程
全
体
を
通
し
て
育
成
を

目
指
す
資
質
・
能
力
（
３
つ
の
柱
）

学校の教育目標設定

「学校の役に立つ」
県教育庁日田教育事務所



知 徳 体

学
校
の
教
育
目
標

知識
技能

思考力
判断力
表現力

学びに
向かう力・
人間性

目
指
す
子
ど
も
像

学校の教育目標設定

働き方改革の推進

①
教
育
課
程
全
体
を
通
し
て
育
成
を

目
指
す
資
質
・
能
力
（
３
つ
の
柱
）

④

②
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

学
校
と
し
て

①
②
③

①
②
③

①
②
③

①
②
③

①
②
③

①
②
③

①
②
③

①
②
③

①
②
③

「学校の教育目標」 （９のマトリクスから②学校として育成を目指す資質能力）



２つの「資質・能力」

小学校 pp.47-52 中学校 pp.48-53

教科等横断的な視点に立った資質・能力 (学習指導要領 総則)

（１）学習の基盤となる資質・能力
○言語能力 ○情報活用能力 ○問題発見・解決能力等

（２）現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力
〇健康・安全・食に関する力 〇主権者として求められる力
〇新たな価値を生み出す豊かな創造性・・・・・・・

例

他にも、ＥＳＤの視点に立った学習指導で重視する能力・態度 等

② 育成を目指す資質・能力
学校として

「学校の教育目標」 （ ②学校として育成を目指す資質・能力 ）
「学校の役に立つ」
県教育庁日田教育事務所



「学校評価の４点セット」 ゴールイメージ

保護者・地域の方 子ども達

② 育成を目指す資質・能力
学校として

例 「言語能力」

私達は言葉を大切にします。
だから、私は○○をします。

子ども達が「言語能力」を身につけるた
めに、私は○○をします。

教 職 員

校長

教頭

主任等

「学校の役に立つ」
県教育庁日田教育事務所



学校の教育目標： 自ら課題を見つけ、仲間と協働しながら問題に取り組む児童の育成

知 徳 体

働き方改革の推進

知識
技能

思考力
判断力
表現力

学びに
向かう力
人間性

学
校
の
教
育
目
標

目
指
す
子
ど
も
像

②
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

○「業務改善・効率化によ
り負担軽減を実感してい
る」と回答する教職員９０％
以上

学
校

ICTアドバイザーの活用推進
チーム学校の確立推進
ノー残業をめざす

○授業準備やホームページ管理等にICTアドバイ
ザーを活用して業務改善を図る。
○チーム学校で指導体制の整備を行う。

家
庭

目標協働達成に向けたＰＴＡ活動の見直し
〇ＰＴＡ活動を見直し、目標協働達成に向けた組織と
なるように取組を進める。

業
務
改

効
率
化

重点目標

毎時間「相手を意識して聴く」ことを意識させ、ふり返
りの際に自己評価させる。

意
欲
的
に
粘
り
強
く

取
り
組
む
力
の
育
成 地

域

他
者
と
協
働
し
た

問
題
解
決
能
力
の
育
成

○下記の生徒アンケートに
おいて、肯定的な割合を８
０％以上
・「授業や家庭学習におい
て、最後まで諦めずに取り
組むことができた」
・「学級活動や生徒会活動
に、友だちと協力して積極
的に取り組むことができ
た」
・「自分の生活習慣を見直
し、改善することができた」

学
校

○学校の要請に基づいて、授業や体験活動での指
導者・講師として協力する。

○ふるさと科への参画

○生徒会活動の充実
○専門部担当者は、毎月の専門部会で取組の振り
返りを行い、それをもとに生徒に改善策等を考えさ
せ、全校や学級で取り組ませる。

○学期ごとの、家庭生活アンケートをもとに、取組状
況の改善策を親子で話し合い取り組む。

○「姫中　情報機器類　使用宣言」の徹底

基
礎
基
本
の
定
着
と

読
解
力
の
向
上

○村標準学力調査におい
て、目標値を上回る生徒の
割合を
６０％以上にする。
○定期テストにおける７割
以上の生徒の出現率を各
定期テストにおいて４０％
以上にする。
○定期テストにおける３割
未満の生徒の出現率を１
０％以下にする。

○新大分スタンダードに基づく授業改善
○授業者は、毎時間の振り返りにより、付けたい力
（評価規準）の定着状況の見取りを行う。

○月１回の学校公開日に積極的に参加し、アンケー
トによる評価を行う。

学
校

家
庭

○学習に向かう環境整備

地
域

○学校公開日への積極的参加

○「家庭学習の手引」をもとに家庭学習にスムーズ
に取りかかれるよう、週１回以上の声かけを行う。

○個別指導の徹底 ○教科担当による、計画的な個別指導を毎日行う。

○よりよい人間関係の醸成
○ソーシャルスキルトレーニングやエンカウンター
等、　関わる活動を、授業前のアイスブレイキングや
集会でもつ。

○あいさつの啓発活動の推進

○下記の生徒アンケートに
おいて、肯定的な割合を８
０％以上
・「授業や学校生活におい
て、友だちと協力して課題
解決のための取り組みを
行うことができた」

○新大分スタンダードに基づく授業改善

家
庭

地
域

家
庭

学
校

○学習意欲の向上
○授業者は、単元に１回以上、視覚化（ICT機器等を
活用）した授業を行う。

○定期テストごとに家庭学習強化週間を設定し、毎
日の振り返りを親子で行うことによって、生活習慣を
改善する。

○家庭学習強化週間に基づく生活習慣の
改善

○年３回の連携会議、毎月のあいさつ運動におい
て、生徒の取組の状況について、意見を学校の代表
者に伝える。

重点的取組 取組指標達成指標

知
体

知
徳

徳

目
指
す
子
ど
も
像

育成を目指す資質：能力 ： 問題発見・解決能力、協働性

学
校
と
し
て

知
識
・技
能

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力

学
び
に
向
か
う
力
・人
間
性

「学校評価の４点セット」 つくり方

①
教
育
課
程
全
体
を
通
し
て
育
成
を

目
指
す
資
質
・
能
力
（
３
つ
の
柱
）



「学校マネジメントの４つの観点」 【観点Ⅰ】

【観点Ⅰ】「育成を目指す資質・能力」の明確化

「学校の役に立つ」
県教育庁日田教育事務所



「学校マネジメントの４つの観点」 【観点Ⅱ】

【観点Ⅱ】教育課程の改善につながる
検証・改善プロセスの質の向上

資質・能力
（3本柱）

学校評価の４点セットの各項目

重点目標 達成指標 重点的取組 取組指標

生きて働く

知識・技能
の習得

未知の状況にも対応できる、

思考力・判断力・
表現力等
の育成

学びを人生や社会に生かそうとする

学びに向かう力・
人間性
の涵養

手段ゴールイメージ
（子どもの姿）目標

手段ゴールイメージ
（子どもの姿）目標

手段ゴールイメージ
（子どもの姿）目標

「学校の役に立つ」
県教育庁日田教育事務所



「学校マネジメントの４つの観点」 【観点Ⅲ】

【観点Ⅲ】主任等が役割を果たし、学校運営の効率化を目指した
ﾐﾄﾞﾙ･ｱｯﾌﾟﾀﾞｳﾝ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの推進

出典：学校の「当たり前」をやめた（工藤勇一）等

運動会の「目的」
（運動を楽しむ？）

集団行動？ 協力・団結？

規律？ 服装？ 組体操？ 競争？

「学校の役に立つ」
県教育庁日田教育事務所

手段の目的化？ 教員（学校）の思い込み？



「学校マネジメントの４つの観点」 【観点Ⅳ】

【観点Ⅳ】家庭・地域の主体的な取組に向けた熟議の推進

「CS 4つの柱」
①咸宜園教育

・ふるさと学習
②防災教育・安全管理
③キャリア教育
④学習支援
※育友会：
一緒に子どもを育てる

出典：内外教育 2021.8.27

家庭の願い
地域の願い

熟議

「学校の役に立つ」
県教育庁日田教育事務所

協育日田市教育委員会の方針
咸宜園教育⇒誇り

「咸宜」＝個性尊重
「敬天」＝善行の積み重ね
「治めて、後教える」

＝学びに向かう力

出典：内外教育 2021.8.27

の達成



本日のメニュー

① 学校教育の役割（存在意義）

② 目的達成のための手段の有効活用

～手段を明確にすることを通して～

○ 学校マネジメント

・ 「学校の教育目標」
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「個別最適な学び」と「協働的な学び」 「学校の役に立つ」
県教育庁日田教育事務所



「令和の日本型学校教育」構築を目指して
～全ての子供たち可能性を引き出す， 個別最適な学びと協働的な学びの実現～ （答申 ） 令和３年１月２６日 中央教育審議会 より
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クラウド・１人一台端末の持ち帰りで変わる家庭学習 ＮＨＫエデュケーショナル

各自で検索お願いします：https://www.youtube.com/watch?v=a3dwHzH0Sb8



自己内省段階

【セルフコントロール】
環境構成
時間管理
援助要請
課題方略

【自己観察】
モニタリング

自己記録

予見段階

遂行役割

【自己判断】
自己評価
原因帰属

【自己反応】
満足

適応的ー防衛的

【課題分析】
目標設定

方略の計画

【動機づけ信念】
自己効力感
興味／価値
目標指向性

自己調整学習サイクル （出典：Zimmermann,2011 より作成）

自
立
し
た
学
習
者

の
育
成



「令和の日本型学校教育」構築 と 新大分スタンダードの「有効的」活用

メタ認知
活動

指導の
個別化

学習の
個性化

協働的な学び

指導
者

学習
者

内発性
自立性

支持的
風土の醸成

往
還自己効力感

個別最適な学び

ス
ト
レ
ス
減

担
保



「学校の教育目標（目指す子ども像）」からブレイ
クダウンした“取組指標を意識した”授業実践をする

“右脳”と“左脳”
をバランスよく
使いましょう

「令和の日本型学校教育」構築 と 新大分スタンダードの「有効的」活用



ちなみに・・・

皆さんのいる
「位置」は？


